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はじめに

　
　
　
は
じ
め
に

　
東
国
古
代
遺
跡
研
究
会
の
活
動
も
、
二
〇
二
〇
年
で
一
〇
年
目
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
に
一
〇
回
の
研
究
会
を
開
催
し
、
会
の
拠
点
で

あ
る
国
士
舘
大
学
の
ほ
か
、
長
野
県
・
茨
城
県
・
埼
玉
県
を
会
場
と
し
て
、
研
究
者
や
学
生
ば
か
り
で
な
く
多
く
の
地
域
住
民
の
参
加
も

あ
っ
た
。
一
〇
回
目
の
研
究
会
も
、
二
〇
二
〇
年
二
月
に
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　
第
九
回
東
国
古
代
遺
跡
研
究
会
の
テ
ー
マ
は
「
飛
鳥
時
代
の
役
所
と
地
域
社
会
」
で
あ
り
、
幡
羅
官
衙
遺
跡
群
の
国
史
跡
へ
の
指
定
を

受
け
て
の
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
に
埼
玉
県
深
谷
市
で
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
深
谷
市
教
育
委
員
会
で
、
研

究
会
は
熊
谷
市
教
育
委
員
会
・
埼
玉
考
古
学
会
と
と
も
に
共
催
と
し
て
名
を
連
ね
た
。
当
日
は
四
八
〇
人
の
参
加
が
あ
り
、
特
に
学
生
や

地
域
住
民
の
参
加
が
目
立
つ
会
場
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
や
討
論
な
ど
を
基
調
と
し
て
、
さ
ら
に
評
制
下

の
武
蔵
国
を
中
心
と
し
た
東
国
社
会
の
様
相
を
、
関
連
す
る
遺
跡
や
手
工
業
の
視
角
か
ら
補
完
し
『
飛
鳥
時
代
の
東
国
』
と
し
て
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
幡
羅
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
一
年
一
月
に

「
郡
家
の
成
立
と
機
能
―
幡
羅
遺
跡
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
」
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
国
指
定
に
向
け
て
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
活
動
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
佐
藤
信（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）、
山
中
敏
史（
奈
良
文
化
財
研
究
所
名
誉
研
究

員
）、
須
田
勉（
国
士
舘
大
学
教
授
、
発
表
順
。
所
属
は
当
時
）の
講
演
と
、
幡
羅
遺
跡
・
中
宿
遺
跡
・
西
別
府
廃
寺
の
調
査
成
果
の
発
表
の
あ

と
、
会
場
か
ら
の
質
疑
を
交
え
た
討
論
が
行
わ
れ
た
。
調
査
報
告
を
し
た
遺
跡
の
と
お
り
、
こ
の
時
に
は
幡
羅
遺
跡
と
隣
郡
を
対
象
と
し
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た
内
容
に
集
中
し
、
幡
羅
・
中
宿
両
遺
跡
の
変
遷
や
機
能
を
め
ぐ
っ
て
発
表
・
討
論
さ
れ
た
。

　
最
初
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
約
八
年
経
過
し
た
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
を
精
査
・
検
討
し
、
飛
鳥
時
代
と
い
う
地
方
行
政

組
織
の
整
備
期
に
焦
点
を
当
て
、
地
域
社
会
と
評
・
評
家（
評
衙
）の
か
か
わ
り
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
た
。
指
定
後
の
保
存
・
活
用
も
念
頭

に
研
究
者
以
外
の
参
加
も
考
え
て
、
当
日
配
布
の
資
料
集
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
参
加
者
に
も
分
か
り
や
す
い
内
容
と
す
る
た
め
、「
で

す
・
ま
す
調
」
を
基
本
と
す
る
こ
と
な
ど
も
打
ち
合
わ
せ
た
。
発
表
の
内
容
も
、
前
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
範
囲
を
広
げ
、
宮
瀧
交
二

（
大
東
文
化
大
学
教
授
）の
講
演
を
嚆
矢
と
し
て
、
幡
羅
遺
跡
・
西
別
府
祭
祀
遺
跡
の
七
世
紀
代
の
調
査
成
果
と
、
橘
樹
官
衙
遺
跡
群
・
西

下
谷
田
遺
跡
・
御
殿
前
遺
跡
の
各
評
家
遺
跡
の
最
新
調
査
成
果
の
報
告
や
課
題
整
理
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
討
論
で
も
東
国
に
お
け
る
評
の

成
立
や
評
家
の
整
備
を
主
要
な
議
題
と
し
て
、
会
場
か
ら
の
発
言
も
交
え
て
進
め
ら
れ
た
。
本
書
は
こ
の
成
果
を
基
本
に
、
四
部
構
成
と

し
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
東
国
に
お
け
る
飛
鳥
時
代
の
考
古
学
的
研
究
は
、
古
墳
時
代
と
古
代
の
は
ざ
ま
に
あ
っ
て
、
終
末
期
古
墳
の
時
代
と
し
て
、
あ

る
い
は
ミ
ヤ
ケ
か
ら
国
府
・
郡
家
へ
と
移
り
か
わ
る
、
古
代
社
会
へ
の
過
渡
期
に
相
当
す
る
時
代
と
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
て
い
る
。
七

世
紀
は
律
令
国
家
形
成
期
と
い
え
る
時
代
で
あ
り
な
が
ら
、
多
く
の
古
墳
が
築
造
さ
れ
る
世
紀
で
あ
り
、
飛
鳥
で
豊
浦
宮
・
小
墾
田
宮
の

造
営
や
飛
鳥
寺
が
建
立
さ
れ
る
の
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
東
国
で
は
常
陸
の
虎
塚
古
墳
、
下
野
の
山
王
塚
古
墳
、
上
野
の
八
幡
観
音
塚
古
墳
、

埼
玉
古
墳
群
の
中
の
山
古
墳
、
龍
角
寺
古
墳
群
の
浅
間
山
古
墳
な
ど
、
主
要
な
地
域
に
お
け
る
最
後
の
前
方
後
円
墳
が
築
造
さ
れ
て
い
る
。

前
方
後
円
墳
が
終
焉
を
む
か
え
る
と
、
円
墳
や
方
墳
の
ほ
か
に
上
円
下
方
墳
・
八
角
形
墳
な
ど
が
造
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
古
墳
に
は
国
府
や

評
家
と
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
飛
鳥
時
代
は
、
伝
統
的
な
墓
制
で
あ
る
古
墳
と
、
中
央
集
権
国
家
の
成
立

期
を
結
ぶ
、
現
代
的
な
用
語
で
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
や
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
相
当
す
る
時
代
と
い
え
る
。

　
近
年
各
地
で
飛
鳥
時
代
の
官
衙
や
古
墳
・
寺
院
・
官
道
な
ど
の
調
査
例
が
増
加
し
、
と
く
に
評
家
遺
跡
の
発
見
が
契
機
と
な
っ
て
、
地

域
社
会
の
動
態
や
そ
の
背
景
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
後
の
時
代
か
ら
の
追
跡
だ
け
で
は
な
く
、
飛
鳥
時
代
の
特
質
を
多
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角
的
・
重
層
的
に
精
査
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
折
し
も
二
〇
一
九
年
夏
に
は
、「
飛
鳥
時
代
の
土
器
編
年
再
考
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
奈
良
文
化
財
研
究
所
で
開
催
さ
れ
、
畿
内
を
は
じ
め
各
地
で
出
土
す
る
飛
鳥
時
代
の
土
器
編
年
の
再
検
討
が
行
わ
れ
て

い
る
。
と
く
に
評
家
な
ど
地
方
支
配
に
関
わ
る
遺
跡
か
ら
は
、
畿
内
産
土
師
器
の
出
土
が
顕
著
で
あ
り
、
そ
の
編
年
や
評
価
は
古
代
遺
跡

の
研
究
に
大
き
く
関
わ
る
こ
と
で
、
東
国
の
評
家
や
集
落
出
土
土
器
に
つ
い
て
も
あ
ら
た
め
て
見
直
す
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
郡
家
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
評
家
か
ら
継
続
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
は
、
本
書
の
第
2
部
で
紹
介
し
て
い
る
遺
跡
か
ら
も
分
か
る
。『
日

本
古
代
の
郡
衙
遺
跡
』（
二
〇
〇
九
年
、
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
会
編
、
雄
山
閣
）に
取
り
上
げ
ら
れ
た
遺
跡
の
出
現
時
期
を
概
観
す
る
と
、

お
お
よ
そ
前
期
評
家
が
約
四
分
の
一
、
後
期
評
家
と
八
世
紀
以
降
に
出
現
す
る
郡
家
が
そ
れ
ぞ
れ
約
三
分
の
一
で
あ
り
、
約
六
割
が
七
世

紀
代
に
整
備
が
開
始
さ
れ
る
評
家
で
あ
る
。
律
令
国
家
の
地
域
支
配
の
拠
点
と
な
る
郡
家
は
、
前
期
評
家
か
ら
後
期
評
家
へ
と
変
遷
し
て

整
備
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
郡
庁
を
は
じ
め
と
し
て
正
倉
や
館
・
厨
家
な
ど
の
施
設
で
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

評
家
の
建
設
は
土
地
利
用
や
地
域
の
開
発
に
変
化
を
も
た
ら
す
画
期
と
な
り
、
古
代
社
会
や
古
代
景
観
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
る
。
飛
鳥
時
代
は
、
律
令
国
家
の
成
立
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
と
い
う
位
置
付
け
に
加
え
、
日
本
史
上
で
も
社
会
が

大
き
く
舵
を
切
る
転
換
の
時
代
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
研
究
の
意
義
を
再
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
本
書
の
刊
行
に
む
け
て
、
関
係
者
が
準
備
を
進
め
て
い
る
最
中
に
も
、
橘
樹
官
衙
遺
跡
群
で
は
学
術
調
査
が
進
み
現
地
説
明
会
な
ど
が

開
催
さ
れ
て
お
り
、
幡
羅
官
衙
遺
跡
群
で
も
保
存
活
用
計
画
の
策
定
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
幡
羅
官
衙
遺
跡
群
と
同
市
内
に
あ
る
、
武
蔵

国
榛
沢
郡
正
倉
で
あ
る
中
宿
遺
跡（
県
指
定
史
跡
）は
、
中
宿
歴
史
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
二
棟
の
正
倉
が
復
元
さ
れ
て
久
し
い
。
道
の
駅

に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在
で
も
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、
正
倉
の
意
味
を
知
り
古
代
景
観
を
楽
し
ん
で
い
る
。
今
後
、
各
地
で

評
家
遺
跡
の
史
跡
整
備
が
実
施
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
郡
家
へ
と
継
続
す
る
変
遷
の
中
で
ど
の
段
階
の
整
備
を
進
め
て

い
く
の
か
、
歴
史
の
転
換
点
と
な
っ
た
評
制
期
の
官
衙
と
地
域
社
会
の
変
化
を
ど
の
よ
う
な
整
備
で
表
現
す
る
の
か
、
保
存
・
活
用
・
整

備
の
面
か
ら
も
飛
鳥
時
代
の
研
究
を
進
め
て
い
く
意
義
を
感
じ
て
い
る
。


